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平成 29 年 10 月 4 日 

 

 都道府県医師会 

介護保険担当理事  殿 

 

日本医師会常任理事 

鈴 木  邦 彦 

 
 

指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準の一部を改正する件等について 

 
 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、平成 29 年度介護報酬改定により、介護職員処遇改善加算については新たな区分が設

けられました。これに伴い、本年 3 月 6 日付官報（号外第 44 号）においては、指定居宅サー

ビスに要する費用の額の算定に関する基準の一部を改正する件（平成 29 年厚生労働省告示第 60

号）等が公布され、本会ホームページにおいても掲載していたところであります。 

今般、厚生労働省より、官報の記載に一部誤りがあり、本年 6 月 8 日付官報（第 7035 号）

において修正を行った旨の事務連絡が本年9月28日付で発出されましたのでご連絡申し上げ

ます。 

修正内容は当該事務連絡の別紙に記載のとおりですが、ご参考までに 6 月 8 日付官報とと

もに、修正前の 3 月 6 日付官報も併せてお送りいたします。 

なお、本件につきましては、本会ホームページ内の「介護報酬改定に関する情報＜平成 29

年度＞」のページにも資料を掲載いたします。 

 つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、貴会傘下の郡市区医

師会への周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。 

 

（添付資料） 

 

・指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準の一部を改正する件等について 

（平29.9.28 事務連絡 厚生労働省老健局老人保健課）   

 

・平成29年 6月 8日 官報 第 7035号 

 

・平成29年 3月 6日 官報 号外第44号 
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平成２９年９月２８日

華
道
離 介護保険主管部（局）御中

厚生労働省老健局老人保健課

居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準の一部を改正する件等について

日頃より、 介護保険行政に適正な運営にご尽力いただき、 厚く御礼申し上げます。

先日、 別添官報のとおり、 指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準

一部を改正する件（平成２９年厚生労働省告示第６０号）等を公布したところですが、
の中に一部誤りがあり、 ６月８日付官報において修正を行っております。
道府県又は市町村におかれましては、管下の事業所等への周知をお願い申し上げ

す。

記

別紙のとおり

以

　

上



ー

　　

別

　

紙

　

１

○指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成十八年厚生労働省告示第百二十七号）（抄）【平成二十九年四月一日施行】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（修 正点は下線部）

修

　

正

　

前 修

　

正

　

後

別表

１～６ （略）

介護予防通所リハビリテーション費（１月につき）
イ～ニ

　

（略）

ホ

　

介護職員処遇改善加算

　

注

　

別に厚生労働大臣が定める基準に適合している介護職員の賃金

　

の改善等を実施しているものとして都道府県知事に届け出た指定

　

介護予防通所リハビリテーション事業所が、 利用者に対し、 指定

　

介護予防通所リハビリテーションを行った場合は、 当該基準に掲

　　

げる区分に従い、 平成３０年３月３１日までの間、 次に掲げる単位数

　　

を所定単位数に加算する。 ただし、 次に掲げるいずれかの加算を

　

算定している場合においては、 次に掲げるその他の加算は算定し

　　

なし、。

　　

（１） 介護職員処遇改善加算（１） イからトまでにより算定した単位

　

数の１０００分の４７に相当する単位数

　　

（２） 介護職員処遇改善加算（ｎ） イからトまでにより算定した単位

　　

数の１０００分の３４に相当する単位数

　　

（３） 介護職員処遇改善加算（ｍ） イから卜までにより算定した単位

　　

数の１０００分の１９に相当する単位数

　　

偲） 介護職員処遇改善加算回 （３）により算定した単位数の１００分の

　　

９０に相当する単位数

　　

（５） 介護職員処遇改善加算（Ｖ） （３）により算定した単位数の１００分の

　　

８０に相当する単位数

　

介護予防短期入所生活介護費 （１日につき）
イ～ト

　

（略）

チ

　

介護職員処遇改善加算

　

注

　

別に厚生労働大臣が定める基準に適合している介護職員の賃金

別表

１～６ （略）

７

　

介護予防通所リハビリテーション費（１月につき）

イ～ト

　

（略）

　

チ

　

介護職員処遇改善加算

　

注

　

別に厚生労働大臣が定める基準に適合している介護職員の賃金

　　

の改善等を実施しているものとして都道府県知事に届け出た指定

　　

介護予防通所リハビリテーション事業所が、 利用者に対し、 指定

　　

介護予防通所リハビリテーションを行った場合は、 当該基準に掲

　　

げる区分に従い、 平成３０年３月３１日までの間、 次に掲げる単位数

　　

を所定単位数に加算する。 ただし、 次に掲げるいずれかの加算を

　　

算定している場合においては、 次に掲げるその他の加算は算定し

　　　

メヱし・。

　　

｛１） 介護職員処遇改善加算（１） イからトまでにより算定した単位

　　　

数の１０００分の４７に相当する単位数

　　

（２） 介護職員処遇改善加算の

　

イからトまでにより算定した単位

　　　

数の１０００分の３４に相当する単位数

　　

（３） 介護職員処遇改善加算（ｍ） イからトまでにより算定した単位

　　　

数の１０００分の１９に相当する単位数

　　

処） 介護職員処遇改善加算◎ （３）により算定した単位数の１００分の

　　　

９０に相当する単位数

　　

（５） 介護職員処遇改善加算（Ｖ） （３）により算定した単位数の１００分の

　　　

８０に相当する単位数

８

　

介護予防短期入所生活介護費 （１日につき）

　

イ～ニ

　

（略）

　

ホ

　

介護職員処遇改善加算

　

注

　

別に厚生労働大臣が定める基準に適合している介護職員の賃金



の改善等を実施しているものとして都道府県知事に届け出た指定
介護予防短期入所生活介護事業所が、利用者に対し、指定介護予
防短期入所生活介護を行った場合は、 当該基準に掲げる区分に従
い、 平成３０年３月３１日までの間、 次に掲げる単位数を所定単位数
に加算する。 ただし、 次に掲げるいずれかの加算を算定している
場合においては、 次に掲げるその他の加算は算定しない。
（１） 介護職員処遇改善加算（１） イからニまでにより算定した単位
数の１０００分の８３に相当する単位数

（２） 介護職員処遇改善加算（＝） イからニまでにより算定した単位
数の１０００分の６０に相当する単位数

（３） 介護職員処遇改善加算（ｍ） イからニまでにより算定した単位

　

数の１０００分の３３に相当する単位数

偲） 介護職員処遇改善加算◎ （３）により算定した単位数の１００分の

　

９０に相当する単位数
（５） 介護職員処遇改善加算（Ｖ） （３）により算定した単位数の１００分の

　

８０に相当する単位数

９～１１

　

（略）

の改善等を実施しているものとして都道府県知事に届け出た指定

介護予防短期入所生活介護事業所が、利用者に対し、指定介護予
防短期入所生活介護を行った場合は、 当該基準に掲げる区分に従
い、 平成３０年３月３１日までの間、 次に掲げる単位数を所定単位数
に加算する。 ただし、 次に掲げるいずれかの加算を算定している
場合においては、 次に掲げるその他の加算は算定しない。
（１） 介護職員処遇改善加算（１） イからニまでにより算定した単位
数の１０００分の８３に相当する単位数

（２） 介護職員処遇改善加算の

　

イからニまでにより算定した単位
数の１０００分の６０に相当する単位数

（３） 介護職員処遇改善加算（ｍ） イからニまでにより算定した単位

　

数の１０００分の３３に相当する単位数

蝿） 介護職員処遇改善加算回 （３）により算定した単位数の１００分の
９０に相当する単位数
（５） 介護職員処遇改善加算（Ｖ） （３）により算定した単位数の１００分の

　

８０に相当する単位数

９～１１

　

（略）



（原
稿
誤
り
）

一
五
一

　

下

　

一
五
三
ペ
ー
ジ
下
段
一
九
行
目
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

　

「第
九
章

　

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
」
を

「第
九

章

　

児
童
心
理
治
療
施
設
」
に
改
め
る
。

－』

下
一
二
０
一規
定
中

　　

一謂
ぬ
出
し
を

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日

（号
外
第
四
十
四
号
）
厚
生

労
働
省
告
示
第
六
十
三
号

（指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件
）

（原
稿
誤
り
）

岨瀧ユ
ー勅一８７働疎

漏
粁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
厚
生
労
働
省
告
示
第
百

柵轍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

十
二
号

（厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
患
者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申
出
療
養
並
び
に
施
設
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（原
稿
誤
り
）

〃

　　　　

四

〃

　　　　

下

絹
碗

平成２９年６月８日

　

木曜日 官

及
び
十
三

　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

（号
外
特
第
七
号
）
国

土
交
通
省
告
示
第
三
百
二
号
（租
税
特
別
措
置
法
第
十
一

条
第
一項
の
表
第
二
号
及
び
第
四
十
三
条
第
一項
の
表
第

二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
船
舶
を
指
定
す
る
告
示
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示
）

（印
刷
誤
り
）

　

五
七
二
ペ
ー
ジ
下
段
終
り
か
ら
六
行
目
の

「≦
５Ｄｉ

ｅ
除
１ｇ
蛸
…唯
言

「霊
Ｄｉ

ｅ
潔
１ｅ
ー楯
堆

の
誤
り
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

（号
外
第
六
十
九
号
）

公
布
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
八
号
（児
童
福
祉
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省

令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
）

３２第７０３５号
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懲
都
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仰

聖

（ｒｓ座金Ｎ）（叩寸寸紙歌中）
〔対 ロ

　　

ー馬〕

○
寒
波
腿
冊
中
一
Ｎ
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忍
獣
や
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細
ＥＥＥ
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Ｍ
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ｒ ｅ
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に
縮
・
繁
雄
′
腰
掛
肘
姫
糊
領
解
紙
盤

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

著
収
容
紫
圏
蜂

　

に
能
眠
Ｕ
＜
′

　

駆
瞳
製
磯
酢
料
構
図
堆

　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

＋
０暫

鰯
球
鰹
堤
（卦
餐
婚
雄
最
眠
ｒｍ
ｌ ｌ
十
ＴＴＩ
中
）
壕
巨
＋
１
紙
懲
園
轡
Ｓ
戦
没
呈
糊
ｈ
和
′
寒
波
腿
瀞
中
一
Ｋ
魁

鄭
や
噂
額
田
Ｓ
屡
Ｓ
紙
股
豆
留
ト
母
欄
掛
（
掛
餐
十
１ １
叶
殴
州
抑
印
ｔ後
部
←
←
中
）
Ｓ
Ｉ
舵
弾
尽
Ｓ
粘
小
豆
料
尚
′

掛
侵
”
＋
婚
亘
贋
ｌ
ｍ
長
山
国
田
や
ｐ ｏ ｏ

醤
懲
１１
十
べ
肝
１１１
贋
に
皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

画
餅
家
盤
Ｋ
顕

　

要
響

　

繋
《

辰
網
Ｓ
【
Ｓ
ぐ
Ｓ
増
⑦
昔
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
一

　

Ｍ
′
「（２）」
弾
「 【３）」

起
料
金
′

　

区
⑦
弾
区
◎
～
Ｊ
′

　

区
＠
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
弾
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
豆
′
「（ ２） 」

仰

　

焔
）」
忍
料
金
′

　

Ｉ

　

Ｅ
＠
仰
区
◎
Ｊ
′

　

区
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」

慧
′
「１ ０００
分
の
４８」
弾
「１ ０００
分
の
５５ 」
魁
料
金
′

　

Ｄ

　

Ｅ
Ｓ
弾
区
＠
Ｊ
′
区
ａ
丑
「
介
霞
職
員
処
遇
改
善
加
算
（ １） 」
弾

「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
慧
′
「 １０００
分
の
８６一

　

如
「 １０００
分
の
１００一

　

Ｍ
料
金
′

　

区
８
却
区
８
ｒ Ｕ
′

　

扇
縦
Ｓ

Ｈ
Ｓ
く
Ｓ
煽
そ
ａ
Ｊ Ｊ
Ｊ
｝
尽
Ｓ
葛
－ｎ
忌
員
・ Ｋ
ぬ
ｏ

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算（１ ）
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
１３７
に
相
当
す
る

　　　

単
位
数

　

豪
網
Ｓ
Ｎ
Ｓ
く
Ｓ
鵜
◎
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
榔

　

ｒ
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
ぐの 一

　

Ｍ
′
「（２） 」
弾
「（３） 」

翌
お
金
′
区
◎
弾
区
◎
ｒ ｕ
Ｊ
′
ＩＥ
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
卿
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
Ｓ Ｊ ′
［（２ ）」

弾
「（３） 」
豆
料
金
′

　

区
◎
弾
区
⑦
Ｊ
′

　

区
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
画
一

呈
′
「 １０００
分
の
１９」
弾
「 １ ０００
分
の
２３」
息
料
金
′

　

区
８
却
区
◎
ｒ Ｕ
Ｊ
′
区
ａ
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
舞文 １）」
却

「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
製
「
１０ ００
分
の
３４一
弾
「 １０ ００
分
の
４２一

　

鮎
料
金
′
区
３
却
区
８
導
Ｊ
′

　

扇
間
Ｓ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　　 　 　

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（ １）
イ
か
ら
口
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
５ ８
に
相
当
す
る
単

　　　

位
数

　

辰
網
Ｓ
Ｏ
Ｓ
穏
Ｓ
鑓
◎
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
◎
」
却
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
ぐの」
慰
′
「（２）」
弾
［ （３）」

豆
お
金
′
区
⑦
弾
匿
◎
Ｊ
′

　

区
＠
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
ｏｍ」
郷
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
魁
′
［
②
」

弾
「（３）」
髪
料
金
′

　

区
＠
弾
区
⑦
Ｊ
′

　

回
国
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
卿
０鴎 」

ｇ
′
「１０００
分
の
２２」
弾
「 １００ ０
分
の
２３一

　

Ｍ
部
分
′

　

匠
＠
弾
腫
＠
ｒ ｕ
′
区
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算ス１）一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｃの」
￥
′
「 １０００
分
の
卿
」
郷
「１ ０００
分
の
４３」
￥
料
金
′
区
ａ
却
腫
８
ｒ Ｕ
Ｊ
′

　

辰
網
Ｓ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　 　
　
　

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）
イ
か
ら
二
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１００ ０
分
の
５９
に
相
当
す
る
単

　　　

位
数

　

震
腐
Ｓ
ト
Ｓ
〈
Ｓ
鵜
３
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
慧
′
「（２）一

　

弾
「（ ３）」

翌
絡
分
′
区
◎
迎
区
◎
弔
Ｊ
′
区
色
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
一
弾
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
鮪」
魁
′
砲
）」

弾
「（ ３）」
※
料
金
′

　

区
＠
弾
区
８
Ｊ
′

　

匠
◎
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」

堅
お
金
′
ｎＥ
＠
榔
区
◎
一
Ｊ
′

　

区
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（ １） 一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
￥
料
分
′

区
ａ
弾
区
＠
‐ Ｕ
′

　

扇
徽
Ｓ
ト
Ｓ
〈
Ｓ
鵜
丑
ａ
Ｊ
耗
Ｓ
粘
小
匙
目
杖
母
０

　　

（１ ）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算（１ ）
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１ ０００
分
の
４７
に
相
当
す
る
単

　　　

位
数

　

震
腐
Ｓ
の
Ｓ
ぐ
Ｓ
鵜
◎
÷
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
琵
′
「 ｛２｝」
却
砲
）」

髪
沼
倉
′
腫
◎
弾
区
＠
軸
Ｊ
′

　

区
＠
廿
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
製
′
「（２ ） 」

卿
「（３ ）」
慰
悟
分
′

　

区
＠
却
区
◎
刈
Ｊ
′

　

区
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（ｍ 」
却
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｑｍ 」

製
お
金
′

　

区
８
却
区
＠
ｒ Ｕ
Ｊ
′

　

区
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（ １） 一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
餌
」
Ｉ

　

Ｊ ′

ｒｌｏｏ ｏ
分
の
５ ９一

　

弾
「 １０００
分
の
御
」
魁
料
金
′

　

区
ａ
弾
区
＠
Ｊ
′
扇
照
Ｓ
の
Ｓ
ぐ
Ｓ
鑓
丑
ａ
ｒ Ｕ
Ｊ
ｔ Ｊ
気
Ｓ
粘
小
製

　
　
　 　 　

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１００ ０
分
の
鮎
に
相
当
す
る
単

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

位
数

皿
園ｍｉｍ園幽ｍｍ ｌ
１ 鰯
獅
ｍｍ 幽 嗣
１１日１１１ー

　

，
－， ， １，， －
１

　

１＝ ，
１
． ”－ ．
－－ －



（号外第４４号）

　　　

別
表
の
９
の
イ
の
ゆ
の
注
回
中

「斗
懲
羅
卿
海
繭
鉢
略
言
渡
宝
」
を

「》
醗
観
加
治
隣
橡
啄
旨
鴇
３
」
に
、
「韮
」
を

２
【

　

「⑩
」
に
改
め
、
同
回
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「斗
懲
謬
卿
海
菌
懲
職
旨
趣
目
」
を

「
闘
覇
加
治
脳
隊
噌
旨
糠
８
」

　　

に
、
「韮
」
を

「禽
」
に
改
め
、
同
日
を
同
凹
と
し
、
同
口
中

「
醗
報
加
治
繭
隊
唖
旨
鴇
目
」
を
「
澱
覇
卿
槙
醗
停

　　

職
旨
要
目
」
に
、
「ー。ｏｏゆ
Ｓ
ー伽」
を

「ーｏ８
ゆ
Ｓ
－①」
に
改
め
、
同
日
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「
畑
朝
加
治
菌
懲
聯

　　

旨
渡
ロ
ヒ

　

を

「
澱
鰯
加
治
醗
懇
職
旨
戦
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎご

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
は
」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

　　

別
表
の
９
の
イ
の
⑦
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　　　

工

　

斗
醐
謬
加
治
隣
趣
職
旨
鴇
巳

（ー喜
ぶ
◎
冊
ｄ
穴
汁
蔦
鴇
満
ぐ

懸
啓
弊
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
鴇
穴
嵩
眼
叫
び

　　　　　　

無
粋
轡

平成２９年３月６日 月曜日

　

別
表
の
９
の
口
の
◎
の
注
回
中

「
猿
撰
加
治
脳
捧
略
言
鴇
宝
」
を

「斗
蕩
揺
加
治
箇
群
職
旨
獅
３
」
に
、
「⑬
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
回
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「
園
趣
加
治
醗
体
端
旨
櫛
目
」
を

「今
概
観
加
治
隣
感
靴
音
羽
室
」

に
、
「⑬
」
を

「電
」
に
改
め
、
同
日
を
同
凹
と
し
、
同
口
中

「
闘
揮
加
治
薗
樽
唖
旨
鴇
自
」
を
「斗
醐
羅
加
治
繭
替

峨
旨
鴇
目
」
に
、
コ
ｏｇ
ゆ
Ｓ
－－」
を

「ーｏｇ
ゆ
Ｓ
－Ｏ」
に
改
め
、
同
鈎
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「斗
渡
鰯
加
治
繭
懲
略

言
一羽
｛巳

　

を

「
懲
翻
加
治
硝
群
職
旨
鴇
自
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎｅ

　

を

「ー８
ｏゆ
Ｓ
広
」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
の
９
の
口
の
◎
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

土

　

護
毎
回
為
瀦
趣
略
言
戦
８

（ー喜
ぶ
命
雨
ｄ
穴
汁
宣
戦
糾
ぐ
浄
橿
註
輝
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎの
六
忍
眠
叫
び

　　　　

　
　
　

　

別
表
の
９
の
ハ
の
例
の
注
回
中

「今
隣
観
加
治
隣
群
唖
旨
趣
三
」
を

「
園
輯
脚
湾
薗
趣
略
言
鴇
３
」
に
、「○
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
凹
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「
識
羅
卿
漁
碓
球
職
旨
趣
且
」
を

「
嬢
都
加
治
脳
懲
職
ヨ
胴
３
」

に
、
「⑬
」
を

　

コ⑩
」
に
改
め
、
同
日
を
同
凹
と
し
、
同
口
中

「斗
磯
週
加
治
鑓
洋
端
旨
鴇
自
」
を

「》
園
電
加
治
耐
懲

唖
旨
渡
目
」
に
、
「ーｏｏｏゆ
Ｓ
口
」
を

「ーｏｏｏめ
Ｓ
Ｂ
」
に
改
め
、
同
口
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「
繊
羅
加
治
脳
懲
職

旨
鴇
ロ
ヒ

　

を

「
擢
轟
脚
治
鑓
捧
略
言
渡
目
」
に
、
「ー８
ｏゆ
Ｓ
８
」
を

「ー８
Ｏゆ
Ｓ
ーめ」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
の
９
の
ハ
の
初
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

ェ

　

斗
懲
毎
加
治
隣
懇
唖
旨
鴇
８

　

｛－喜
ぶ
◎
冊
ｄ
穴

Ｏ
鴇
祷
ぐ
神
機
韓
輝
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎの
穴
嵩
眼
叫
び

　　　　

　
　
　

　

別
表
の
９
の
二
の
◎
の
注
回
中

「
閥
覇
加
治
硝
体
職
旨
趣
８
」
を
「》
畑
鰯
加
治
園
体
唖
旨
戦
３
」
に
、コＯ
Ｌ

　

を

「⑩
」
に
改
め
、
同
凹
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「》
端
揮
加
治
隣
球
略
言
戦
目
」
を

「
懲
観
加
治
醗
憾
唖
旨
戦
宣
」

に
、
「○
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
日
を
同
回
と
し
、
同
口
中

「
繍
羅
加
治
耐
懲
略
言
糠
目
」
を

「
瀦
観
加
治
硝
懲

唖
旨
戦
目
」
に
、
コ
ｏ８
ゆ
Ｓ
－－」
を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
５
」
に
改
め
、
同
口
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「
醐
朝
加
治
繭
停
職

旨
戦
ロ
ヒ

　

を

「享
磯
謬
加
治
融
露
略
言
渡
目
」
に
、
「ーｏｏｏゆ
Ｓ
Ｓ
」
を

「ーｏｏｏｓ
－①」
に
改
め
、
同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
の
９
の
二
の
◎
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

ェ

　

懲
灘
加
治
醗
球
職
旨
戦
８

（ー喜
ぶ
Ｓ
冊
ｄ
穴
汁
６
戦
締
ぐ
浮
橿
台
隊
Ｓ
ー８
ｏゆ
Ｓ
Ｎの
六
誌
眼
叫
び

　　　　

　
　
　

　

別
表
の
１０
の
ト
の
注
③
中

「斗
麟
羅
脚
澄
耐
懇
唖
旨
晒
８
」
を

「今
岡
超
加
治
隣
懲
略
言
戦
【ｓ
」
に
、
話
ヒ

　

を
コ巴

に
改
め
、
同
④
を
同
◎
と
し
、
同
㈱
中

「斗
醐
謬
加
治
廟
体
端
旨
鴇
目
」
を

「
園
琵
加
治
隣
体
職
旨
羽
目
」に
、謡
と

を

　

番
ご

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
◎
と
し
、
同
②
中

「
懲
毎
回
澄
滋
懲
唖
旨
羽
目
」
を
「斗
懲
聾
加
治
箇
懲
唖
旨
濁
目
」

に
、
「ー８
ｏゆ
Ｓ
”と

を

「ー８
ｏゆ
Ｓ
””」
に
改
め
、
同
②
を
同
◎
と
し
、
同
の
中

「
躍
謬
加
治
醗
洋
略
言
鴇
ロ
ヒ

　

を

「
醐
謬
加
治
隣
懲
職
旨
戦
｛巳
」
に
、
「ーｏｏｏめ
Ｓ
の－」
を

「ー８
ｏゆ
Ｓ
８
」
に
改
め
、
同
の
を
同
②
と
し
、
別
表
の
１０

の
ト
の
注
中
仙
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

ｅ

　

憾
軽
加
治
酪
停
職
旨
鴇
Ｇ

　

夢
中
）
階
ｄ
穴
汁
Ｇ
晒
締
ぐ
神
機
台
輝
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
のＮ六
誌
眼
叫
び
恢

　　　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
一号

　

介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律

（平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
施

設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

　

塩
崎

恭
久

報官

別
表
の
１
の
し
の
注
◎
中

「斗
悶
毎
加
治
隣
球
端
旨
鴇
８
」
を

「ヰ
壌
霧
加
治
隣
群
端
旨
晒
３
」
に
、
コ豊
」
を
コ塾

に
改
め
、
同
④
を
同
◎
と
し
、
同
◎
中

　

琴
謙
毎
回
海
醗
群
職
旨
糠
宣
」
を

「斗
醐
羅
加
治
街
体
唖
旨
戦
耳
」に
、
藷
ご

を

　

番
ご

　

に
改
め
、
同
③
を
同
③
と
し
、
同
②
中

「
磯
部
加
治
隣
停
職
旨
璃
目
」
を
「
園
鏡
加
治
硝
懲
職
旨
晒
菖
」

に
改
め
、
同
②
を
同
③
と
し
、
同
の
中

「
繍
観
加
治
脳
懲
哨
旨
戦
ロ
と
を

「斗
競
謬
脚
海
耐
体
職
旨
鴇
亘
」
に
、

「ー。８
ゆ
Ｓ
留
」
を

「ーｏｏｏめ
Ｓ
８
」
に
改
め
、
同
ゆ
を
同
②
と
し
、
別
表
１
の
し
の
注
中
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

　　

ｅ

　

斗
澱
羅
加
治
隣
恐
嚇
旨
鴇
ｅ

　

一
挙
小

冊
ｄ
穴
汁
Ｇ
鴇
締
ぐ
神
機
詩
輝
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
総
六
結
膜
叫
び
佃

　　　

　
　

　

別
表
の
２
の
ネ
の
注
④
中

「
競
羅
加
治
菌
憾
峨
旨
纏
３
」
を

「
懲
罰
加
治
醗
隊
唖
旨
戦
３
」
に
、
コ魁
」
を
番
ヒ

に
改
め
、
同
◎
を
同
◎
と
し
、
同
◎
中

「》
濡
隷
加
治
脳
懲
職
旨
鴇
目
」
を

「
矧
撰
加
治
菌
懲
唖
旨
戦
８
」に
、話
ご

を

　

コ塾

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
◎
と
し
、
同
⑭
中

「
磯
謬
即
海
隣
懲
峨
旨
渡
目
」
を
「
磯
羅
加
治
聞
懲
職
轡
戦
目
」

に
、
「５
ｏｏ＄
ｓ
ー趣

　

を

「５
ｏｏゆ
Ｓ
－①」
に
改
め
、
同
②
を
同
◎
と
し
、
同
①
中

「》
謡
謬
加
治
隣
露
職
旨
戦
ロ
ヒ

　

を

琴
十磯
毎
回
海
蔭
群
暇
旨
鴇
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎご

　

を

「ーｏ８
ゆ
Ｓ
は
」
に
改
め
、
同
の
を
同
②
と
し
、
別
表
２
の

ネ
の
注
中
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

ｅ

　

磯
覇
加
治
蔭
懲
略
旨
鴇
巳

　

夢
小

冊
ｄ
六
升
Ｇ
戦
糾
ぐ
神
機
時
陣
Ｓ
－ｏｏｏゆ
Ｓ
お
丙
嵩
膿
叫
び
佃

　　　

台
隊

　

別
表
の
３
の
イ
の
側
の
注
回
中

「》
醗
謬
加
治
箇
懲
略
言
塘
３
」
を

「》
溺
羅
加
治
臨
群
職
旨
鴇
３
」
に
、
「Ｄ
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
回
を
同
岡
と
し
、
同
日
中

「
慰
霊
加
治
隣
隊
端
旨
戦
宣
」
を

「
磯
掘
加
治
繭
群
端
旨
鴇
目
」

に
、
「○
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
日
を
同
圃
と
し
、
同
口
中

「斗
榔
羅
加
治
脳
懲
職
旨
獅
目
」
を

「ヰ
圏
謬
加
治
蹴
球

職
旨
鴇
宣
」
に
、
「ーｏｏｏゆ
Ｓ
ーヒ

　

を

「ー８
ｏゆ
Ｓ
ーｏ」
に
改
め
、
同
口
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「ヰ
懲
罰
加
治
磯
停
職

旨
鴇
ロ
ヒ

　

を

「
繍
扉
加
治
隣
体
唖
旨
糠
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎｅ

を

「ーｏ８
ゆ
Ｓ
－の」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
３
の
イ
の
◎
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

土

　

鵜
観
加
治
醍
懲
職
旨
鴇
８

（ー零
が
Ｓ
冊
ｄ
穴
汁
Ｇ
戦
柵
ぐ
沖
橿
酔
欝
Ｓ
８
ｏｏゆ
Ｓ
Ｎの穴
満
脹
叫
び

　　　　

　
　
　

　

別
表
の
３
の
口
の
節
の
注
回
中

「
岡
遷
加
治
隣
体
端
旨
胴
（８
」
を

「》
耀
遷
加
治
脳
懲
唖
旨
戦
３
」
に
、
「○
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
凹
を
同
岡
と
し
、
同
日
中

「享
懲
羅
加
治
醗
感
唖
旨
鴇
菖
」
を

「斗
塙
謬
加
治
隣
隊
唖
旨
要
望
」

に
、
コ基

　

を

「聴
Ｌ

　

に
改
め
、
同
日
を
同
回
と
し
、
同
口
中

「》
繍
謬
加
治
隣
体
端
旨
鴇
目
」
を

「
総
鰯
加
治
醗
榔

唖
旨
鴇
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
口
」
を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
Ｂ
」
に
改
め
、
同
口
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「亨
総
謬
加
治
隣
体
端

旨
鴇
ロ
と
を

「
繍
覇
加
治
隣
憾
職
ヨ
塾
巳
」
に
、
コ
。８
ゆ
Ｓ
Ｎｅ

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
－①」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
３
の
口
の
岬
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

ヱ

　

醐
罰
加
治
醗
洋
端
旨
鴇
８

　

ロ
彰
小
口惣
冊
ｄ
丙

６
櫛
祷
ぐ
祥
恢
啓
轡
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎの
六
溢
鵬
叫
び

　　　　

　
　
　

　

別
表
の
３
の
ハ
の
㈲
の
注
回
中

「
懲
撰
加
治
隣
恐
嚇
旨
寝
８
」
を
「》
濡
覇
加
治
隣
体
端
旨
鴇
３
」
に
、
「○
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
回
を
同
㈲
と
し
、
同
日
中

「
醐
謬
加
治
脳
懸
噺
旨
獅
８
」
を
「斗
鵜
謬
脚
樟
脳
洋
端
旨
戦
８
」

に
、
コ旦
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
日
を
同
凹
と
し
、
同
口
中

「享
醐
薫
加
治
脳
懲
峨
旨
羽
目
」
を

「
園
鉦
加
治
蔭
群

略
言
羽
目
」
に
、
コ
ｏ８
ゆ
Ｓ
口
」
を

「ー８
ｏゆ
Ｓ
ーｏ」
に
改
め
、
同
０
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「
圏
観
加
治
脳
懲
端

旨
鴇
ロ
ヒ

　

を

「
園
鰯
加
治
隣
洋
略
言
渡
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎｅ

　

を

「ーｏ８
ゆ
Ｓ
－の」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
Ｄ
と
し
、

別
表
３
の
ハ
の
鰯
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

土

　

醐
毎
回
海
耐
体
略
言
糠
巳

（ー夢
中
零
冊
ｄ
穴
汁
６
鴇
糾

耐
機
詩
轡
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
家
元
曲
膿
叫
び

　　　　

　
　
　

０
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
二
号

　

介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

　

塩
崎

　

恭
久
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扇
網
Ｓ
【
Ｓ
ム
Ｓ
増
⑦
丑
「
介
蔑
職
員
処
遇
改
善
加
算
回
」
却
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
忍
′
「（２）」
弾
「（３）」

違
お
金
′

　

匠
⑨
却
区
＠
導
Ｊ
′
区
◎
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
◎
」
製
′
「｛ ２ ）」

弾
「｛３ ）」
慧
お
金
′

　

回
＠
却
区
８
Ｊ
′

　

区
＠
廿
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
０鴎」
却
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
回
」

翌
′
「 １０ ００
分
の
郷
一

　

弾
「 １０００
分
の
５５ 一

　

￥
料
金
′

　

匿
８
弾
匿
＠
～
Ｊ
′

　

匠
ａ
昔
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算ＸＩＵ

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
慧
′
「 １０ ００
分
の
８６一

　

弾
「 １０ ００
分
の
１００一

　

Ｍ
料
金
′

　

匠
ａ
弾
匿
８
１ Ａ Ｊ
Ｊ
′

　

扇
縦
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

　　

（１ ）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１ ）
イ
か
ら
へ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
１３７
に
相
当
す
る

　　　

単
位
数

辰
網
Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｉ Ｉ
Ｓ
班
８
冬
「 介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
仰一

　

弾
「介
醸
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ」
￥ ′
「（ ２） 」
郷
「 （３）」

呈
お
金
′

　

区
３
弾
区
＠
導
Ｊ
′

　

匿
＠
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
０回」
卿
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
】
′
「（２）」

弾

　

Ｒ３ ）」
髪
料
金
′

　

匡
＠
卿
匠
⑦
刈
′

　

区
８
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算０鴎」
弾
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算０凹」

Ｍ
′
「１ ０００
分
の
４８」
弾
「１００ ０
分
の
５５」
翌
港
分
′

　

匠
＠
仰
ＤＥ
◎
Ｊ
′
区
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算（１ ）一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
￥
′
「１ ０００
分
の
８６」
却
「 １０ ００
分
の
１００」
豆
料
金
′
区
３
却
区
＠
ｒ Ｕ
Ｊ
′

　

扇
縦
Ｓ

　

　

　
　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

　　

（１ ）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算（１）
イ
か
ら
ノ 、
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
１３７
に
相
当
す
る

　　　

単
位
数

　

蚕
網
Ｓ
Ｎ
ｓ
ｃｑ
ｓ
ｌ ｌ
ｓ
増
３
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
０
剛

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
慰
′
「（２）」
却

「 （３ ）」
鮎
絡
合
′
区
⑦
却
匿
＠
Ｊ
′

　

区
◎
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
郷
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
仰
」

忍
′
ｒ（２）」
却
「（３ ）」
堅
料
分
′
匿
＠
卿
ＩＥ
包
Ｊ
′

　

区
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
凹
」
翌
′
「１０００
分
の
２ ２」
卿
「 １０００
分
の
２３」
Ｍ
料
分
′

　

匠
８
却
匠
＠
ｒ Ｕ
Ｊ
′
区
３
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
（１ ）」
卿
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
慧
′
「１０００
分
の
４０」
弾
「１ ０００
分
の
４３」
Ｉ

　

Ｊ
料
金
′
匝
３
弾
区
８
導
′

扇
閑
Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｉ １
ｓ
増
そ
ａ
Ａ Ｊ
Ｊ
ｔ Ｊ
気
Ｓ
粘
・ｎ
￥
員
・ Ｋｒ ｏ ｏ

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
社
）
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
５ ９
に
相
当
す
る
単

　

　

　

辰
徽
Ｓ
”
Ｓ
｝ ｌ
ｓ
鵜
３
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
榔
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
魁
′
「（ ２）」
弾
「（ ３）」

豆
お
金
′

　

区
３
弾
回
＠
Ｊ
′
区
＠
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿」
卿

　

ｒ介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
魁
′「（２）」

抑
［（３ ）一

　

ｇ
料
金
′

　

区
＠
弾
区
◎
Ｊ
′

　

匠
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
０鴎」
弾
ｒ
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」

Ｍ
′
「１０００
分
の
３８一

　

弾
「１０００
分
の
４２一

　

翌
料
金
′

　

区
８
弾
区
＠
対
Ｊ
′
区
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）」
弾

「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｃの」
慧
′
「１０００
分
の
６８一

　

弾
「 １０００
分
の
７６」
Ｍ
遜
分
′

　

区
ａ
弾
区
８
刈
」
′

　

辰
腐
Ｓ
ｍ

ｅ
ｌｌ
ｓ
鱒
丑
ａ
」
気
Ｓ
￥
小
忍
員
・ Ｋｆ ｅ ｏ

　　

（１ ）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１ ）
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
１０ ４
に
相
当
す
る

　　　

単
位
数

　

震
澗
Ｓ
ｄ
ｓ
ＩＫ
Ｓ
鵜
⑦
各
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
却

　

ｒ
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
Ｉ

　

Ｊ ′
「（ ２）」
弾
「（３）」

慰
お
金
′
匿
３
却
区
＠
対
Ｊ
′
＠
＠
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側」
弾
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
鑓」
製
′「｛２）」

弾

　

焔
）」
製
料
金
′

　

腫
＠
弾
匿
３
Ａ １
Ｊ
′

　

区
愈
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
０鴎」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
画
一

￥
′
「１ ０００
分
の
４２一

　

弾
「１０ ００
分
の
４１一

　

豆
料
金
′

　

匠
８
卿
区
＠
Ｊ
′
区
ａ
÷
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
Ｍ
′
「 １０ ００
分
の
７ ６」
弾
「 １
御
０
分
の
７４」
豆
お
金
′

　

匿
ａ
卿
ＩＥ
Ｓ
～
Ｊ
′

　

扇
縦
Ｓ
守

Ｓ
区
Ｓ
増
÷
ａ
」
ｔ Ｊ
気
Ｓ
”
小
豆
員
杖
噂
ｏ

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算ＸＩ ）
イ
か
ら
り
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
１ ０ ２
に
相
当
す
る

　　　

単
位
数

　

辰
縦
Ｓ
ｍ
ｓ
Ｓ
雄
⑦
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
回
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
魁
′
「 （２）一

　

弾
「 （３）」

忍
お
金
′

　

区
⑨
弾
区
＠
軸
Ｊ
′
区
＠
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
画一

　

弾
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側」
慧
′「 （２ ）」

弾
「（３ ）」
￥
お
金
′

　

区
＠
卿
区
⑦
導
Ｊ
′

　

匠
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」

呈
′
「 １０００
分
の
妬
一

　

弾

　

ｒ ｌｏｏｏ
分
の
４５一

　

Ｍ
都
合
′

　

区
８
却
恒
＠
Ｊ
′

　

区
３
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算Ｉ
Ｄ一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
０の」
翌
′
「１０００
分
の
８３」
榔
「１０００
分
の
８１」
豆
お
金
′

　

区
３
弾
区
＠
Ｊ
′

　

扇
網
Ｓ
１ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

（１ ）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算｛１ ）
イ
か
ら
ト
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
１１１
に
相
当
す
る

　　　　　　

単
位
数

扇
照
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ぐ
Ｓ
鵜
◎
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
却
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
節
」
￥
′
「（２）一

　

如
砲
）」

製
お
金
′

　

区
◎
弾
匿
◎
ｒ Ｕ
Ｊ
′

　

Ｄ

　

Ｅ
＠
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
一

　

弾
「
介
穣
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
豆
′
「（２）」

弾
「（３）ｊ

　

製
お
金
′

　

区
＠
弾
匠
⑨
′

　

区
回
そ
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」

魁
′
「 １０００
分
の
３ ４」
弾
「１０００
分
の
３３」
鮎
お
金
′
区
８
榔
区
＠
１ Ｕ
′

　

区
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算（ １）」
弾

「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
翌
′
ｒｌ ｏｏｏ
分
の
６１」
弾
「１０００
分
の
６０」
製
料
金
′

　

区
８
弾
区
＠
弔
′
扇
網
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ぐ
Ｓ
増
そ
ａ
対
Ｊ
ド
気
Ｓ
”
中
堅
員
・Ｋｒｅ ｏ

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算（ １）
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
８ ２
に
相
当
す
る
単

　　　

位
数

辰
網
Ｓ
ト
Ｓ
共
６
増
◎
丑
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
碗一

　

弾
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
㈲」
￥
′「 （２）」
弾
艇 ）」

Ｍ
お
金
′

　

区
◎
却
区
＠
刺
Ｊ
′

　

区
＠
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
￥
′
「（ ２）」

弾
「（３） 一

　

息
料
金
′

　

区
＠
弾
区
奪
ヤ
′

　

区
回
そ
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」

製
料
金
′

　

区
＠
弾
区
＠
ＡＪ
′

　

区
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（ １）一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
慧
′

「 １
０００
分
の
５９一

　

弾
「 １０００
分
の
６０」
魁
料
金
′
区
ａ
弾
区
８
ｒ ｕ
Ｊ
′

　

蚕
間
Ｓ
ｔ ‐
Ｓ
杵
Ｓ
雄
冬
ａ
刺
」
払
Ｓ
粘
小
豆

　
　
　
　

　　

（１ ）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算 （１ ）
イ
か
ら
ネ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
船
に
相
当
す
る
単

　　　

位
数

　

扇
網
Ｓ
ｍ
ｓ
Ｓ
鵜
⑦
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
鮪
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
鮪
」
製
．（２）」
弾
ｒ（３）」

慧
料
金
′

　

区
◎
弾
区
◎
ｒ Ｕ
Ｊ
′

　

区
＠
を
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
０晒」
豆
′
「（ ２ ）」

榔
「（３） 」
忌
料
金
′
区
＠
弾
区
３
ＡＪ
Ｊ
′
ＩＥ
Ｓ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」

逓
′
「１０００
分
の
４２一

　

弾
「 １０００
分
の
４１一

　

慧
料
金
′

　

区
＠
却
区
＠
Ｊ
′

　

区
ａ
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算（ １ ）一
弾

ｒ
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
面
」
￥
′
「 １０００
分
の
７６一

　

弾
「 １０００
分
の
７４一

　

鮎
将
分
′

　

区
３
弾
区
８
ＡＪ
Ｊ
′
哀
照
Ｓ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　 　
　
　
　
　
　
　
　 　
　
　

　　

（１）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０ ００
分
の
１０ ２
に
相
当
す
る

　　　

単
位
数

○
凹
州
家
壷
押
印
１ 旨
機
に
十
ー －ＩＤ『

　

《
馳
墜
僅
雄
（ 昔
懲
貯
挺
母
艦
に
１ １
十
ｌ ｔｌ ｄｒ）
紙
幅
十
ＴＩ Ｉ
紙
紙
１１
響
Ｓ
戦
股
忍
湘
和
′
窯
波
《
鱒
中
盤
中
一
Ｎ

Ｋ
Ｍ
副
舟
額
田
Ｓ
躍
Ｓ
賦
役
魁
園
や
埠
禰
欝
（
骨
繋
＋
＜
叶
峻
洲
象
率
抑
紅
１ 特
撰 ｌｍ
ｌ ｌ
十
￥
中
）
Ｓ
Ｉ
焼
却
耗
Ｓ
粘

小
忍
お
呂
Ｊ
′

　

骨
傷
１ １
十
掛
図
贋
ｌ
ｍ
後
心
理
旺
や
母
０

　

掛
優
１ １
十
べ
叶
１ＩＴ
殴
Ｊく
ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

画
樹
家
電
Ｋ
皿

　

顎
響

　

帯
《

　

豪
寵
Ｓ
【
Ｓ
ぐ
Ｓ
鯛
⑦
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
回
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
魁
′
「（２） 」
弾
「（３） 」

慧
絡
合
′

　

区
◎
弾
区
◎
Ｊ Ｊ
Ｊ
′

　

区
＠
丑

　

ｒ 介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
画
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
師
」
製
′
「（２）」

弾
「（３）」
豆
料
分
′

　

匠
＠
弾
区
◎
一
Ｊ
′

　

区
自
任
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」

￥
′
「 １０００
分
の
４ ８」
弾
「 １ ０００
分
の
５５」
翌
将
分
′

　

匿
８
弾
区
＠
′

　

区
３
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）一

　

弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
画
一

　

￥
′
「 １０００
分
の
８６一

　

弾
「 １０００
分
の
１００一

　

魁
絡
分
′

　

匿
８
仰
区
８
Ｊ
′

　

扇
網
Ｓ

　　

．
　
　
　
　
　
　
　
　 　
　
　 　
　
　
　
　
　
　
　
　 　
　

　　

（１ ）
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１０００
分
の
１３７
に
相
当
す
る

　　　

単
位
数

　

詫
間
Ｓ
ｃｑ
ｓ
く
Ｓ
雄
⑦
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
回
」
榔
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
豆
′
「（２）一

　

弾
「（ ３）」

製
お
金
′

　

区
◎
弾
区
＠
ｒ Ｕ
Ｊ
′

　

区
＠
丑

　

ｒ
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
弾
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
働
」
魁
′
「｛２）」

弾
「（ ３）」
忍
料
金
′
区
＠
却
区
⑨
ｒ ｕ
Ｊ
′

　

区
８
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
却
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」

魁
′
「１０ ００
分
の
１９」
弾
「１０００
分
の
２３」
豆
料
金
′

　

匠
８
弾
区
＠
Ｊ
′

　

区
３
丑
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
口
） 」
却

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
一

　

Ｍ
′
「１００ ０
分
の
３
剥

　

弾
「１ ０００
分
の
４２一

　

鮎
料
金
′

　

区
３
弾
区
８
′

　

辰
照
Ｓ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　 　
　
　
　
　
　
　　
　 　
　
　
　 　
　

　　

（１ ）
介
篇
職
員
処
遇
改
善
加
算
（１）
イ
及
び
□
に
よ
り
算
定
し
た
単
位
数
の
１００ ０
分
の
５ ８
に
相
当
す
る
単
位
数
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別
表
の
６
の
り
の
注
④
中

「
耀
羅
加
治
薗
壕
職
旨
梱
８
」
を
「斗
園
簿
加
治
醗
爆
略
言
鴇
３
」
に
、話
ヒ
を
司
と

に
改
め
、
同
④
を
同
◎
と
し
、
同
◎
中

「
磯
諏
加
治
箇
体
唖
旨
渡
目
」
を
「》
醐
難
加
治
園
露
略
言
戦
３
」に
、話
ヒ

を

　

番
ヒ

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
④
と
し
、
同
②
中

「》
醐
母
加
治
隣
洋
麟
旨
週
巳
」
を
「》
閥
超
加
治
脳
懲
職
旨
羽
目
」

に
、
「ー８
ｏゆ
Ｓ
ＮＮ」
を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
器
」
に
改
め
、
同
②
を
同
◎
と
し
、
同
ｍ
中

「斗
総
撰
脚
海
脳
懲
唖
旨
渡
ロ
ヒ

　

を

「斗
鵜
撰
加
治
磯
洋
唖
旨
戦
目
」
に
、
コ
Ｏ８
め
Ｓ
Ｓ
」
を

「ー８
ｏゆ
Ｓ
ム巴

　

に
改
め
、
同
①
を
同
②
と
し
、
別
表
の
６

の
り
の
注
中
①
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

－^）

嬢
鰯
加
治
脳
懲
略
言
鴇
８

　

夢
小
事
冊
ｄ
穴
汁
Ｇ
鴇
締
ぐ
浮
懸
酔
轡
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
超
穴
嵩
朕
叫
び
機

　　　

　
　

別
表
の
７
の
ホ
の
注
④
中

「斗
磯
羅
加
治
臨
懲
職
旨
鴇
８
」
を

「斗
磯
隷
加
治
醗
懲
略
言
戦
３
」
に
、
話
ご

　

を
話
ヒ

に
改
め
、
同
④
を
同
◎
と
し
、
同
◎
中

「斗
園
鰯
加
治
隣
懲
唖
旨
渡
目
」
を

「
孫
遷
加
治
脳
群
唖
旨
鴇
宣
」
に
、
話
ご

を

　

番
ヒ

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
◎
と
し
、
同
②
中

「
懲
鰯
加
治
鵜
群
略
言
要
目
」
を
「斗
樽
無
脚
槙
脳
琳
噌
旨
費
目
」

に
改
め
、
同
②
を
同
◎
と
し
、
同
鵬
中

「
躍
起
加
治
醗
群
職
旨
胴
ロ
ヒ

　

を

「
醗
謬
加
治
箇
懲
啄
旨
鴇
目
」に
改
め
、

同
①
を
同
◎
と
し
、
別
表
の
７
の
ホ
の
注
中
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

ｅ

　

》
鵜
揮
脚
海
脳
洋
職
旨
戦
巳

　

▲
夢
小
丁
冊
ｄ
穴
汁
６
鴇
締

泳
橿
砕
轡
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
ぬー汽
遂
朕
叫
び
恢

　　　

　
　

　

別
表
の
８
の
チ
の
注
④
中

「斗
懲
灘
加
治
脳
懲
職
旨
晒
８
」
を

「
磯
溺
加
治
磯
懲
職
旨
戦
｛Ｓ
」
に
、
話
ヒ

　

を
話
ヒ

に
改
め
、
同
④
を
同
㈲
と
し
、
同
㈱
中

「斗
園
謬
加
治
脳
球
端
旨
糠
目
」
を

「
醐
揮
加
治
聞
懲
端
旨
胴
８
」に
、話
ヒ

を

　

番
ヒ

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
④
と
し
、
同
②
中

「》
磯
羅
加
治
磯
隊
略
言
糠
目
」
を
「
磯
謬
加
治
園
体
暇
旨
寝
目
」

に
改
め
、
同
②
を
同
◎
と
し
、
同
①
中

「斗
醐
謬
卿
漁
脳
懲
職
旨
鴇
｛巳

　

を
「
憾
覇
卿
樟
脳
洋
啄
旨
糠
目
」
に
、
コ
ｏｏｏ

ゆ
Ｓ
切也

　

を

「ーｏ８
ゆ
９
８
」
に
改
め
、
同
①
を
同
②
と
し
、別
表
の
８
の
チ
の
注
中
山
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

ｅ

　

繍
離
郷
海
磁
洋
端
旨
凄
８

　

」
夢
中
目
階
ｄ
丙
汁
Ｇ
渡
紡
ぐ
神
機
露
轡
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
の”
六
誌
眠
叫
び
廠

　　　

　
　

　

別
表
の
９
の
イ
の
◎
の
注
回
中

「
扇
無
知
海
隣
体
職
旨
戦
｛８
」
を
「
鍵
謬
加
治
硝
懲
職
旨
鴇
３
」
に
、
コ○
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
凹
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「
醐
観
加
治
隣
停
職
旨
晒
目
」
を

「享
煉
翻
加
治
磁
樽
職
旨
胴
８
」

に
、
「牡
」
を

　

コ電
」
に
改
め
、
同
日
を
同
凹
と
し
、
同
口
中

「享
耀
難
加
治
隣
群
職
旨
鴇
自
」
を

「
澱
無
加
治
箇
懲

職
旨
鴇
目
」
に
、
「ーｏｏｏゆ
Ｓ
ー

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
－①」
に
改
め
、
同
日
を
同
鈎
と
し
、
同
Ｈ
中

「
鵜
濁
加
治
園
懲
唖

旨
糠
ロ
ヒ

　

を

「斗
懲
罰
加
治
脳
懲
曜
旨
羽
目
」
に
、
コ
８
ｏゆ
Ｓ
Ｎご

　

を

「５
ｏｏゆ
Ｓ
脂
」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
日
と
し
、

別
表
の
９
の
イ
の
◎
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

土

　

斗
懲
聾
脚
澄
滋
懲
端
旨
戦
８

（ー喜
ぶ
◎
冊
べ
穴
★
Ｏ
鴇
糾
ぐ
浄
機
啓
轡
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
溶
穴
嵩
眼
叫
び

　

　
　
　

平成２９年３月６日 月曜日

別
表
の
９
の
口
の
◎
の
注
回
中

「斗
園
鰯
加
治
繭
捧
端
旨
羽
室
」
を

「斗
園
朝
加
治
商
体
端
旨
鴇
３
」
に
、
「韮
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
回
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「斗
澱
羅
加
治
磯
停
職
旨
鴇
目
」
を

「
耀
謬
加
治
箇
体
職
旨
晒
宮
」

に
、
ゴ⑪
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
日
を
同
凹
と
し
、
同
口
中

「斗
煉
掘
加
治
脳
鉢
端
旨
鴇
目
」
を

「斗
調
撰
加
治
脳
懲

職
旨
渡
目
」
に
、
コ
８
ｏゆ
Ｓ
－－」
を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
－Ｏ」
に
改
め
、
同
口
を
同
帥
と
し
、
同
Ｈ
中

「斗
躍
灘
加
治
磁
群
略

言
鴇
ロ
ヒ

　

を

「斗
懲
毎
加
治
脳
懲
唖
旨
渡
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎｏ」
を

「５
ｏｏゆ
Ｓ
ーぬ」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
の
９
の
口
の
◎
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ェ

　

瀦
報
加
治
聞
群
職
旨
胴
８

　

ロ
喜
ぶ
Ｑ
）冊
ｄ
穴
汁
Ｏ
戦
柵
ぐ
耐
振
酔
轡
Ｓ
ー８
ｏゆ
Ｓ
Ｎの
穴
霊
朕
叫
び

　
　
　

別
表
の
９
の
ハ
の
◎
の
注
回
中

「享
濁
羅
加
治
脳
懲
略
言
戦
宝
」
を

「斗
鑓
羅
加
治
磯
群
暇
旨
翼
Ｓ
」
に
、
「○
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
回
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「
耀
謬
加
治
繭
隊
唖
旨
纏
目
」
を

「
醐
謬
加
治
薗
洋
唖
旨
鴇
宣
」

に
、
「○
」
を

「童
」
に
改
め
、
同
日
を
同
回
と
し
、
同
口
中

「
銚
添
加
海
隣
体
唖
旨
渡
目
」
を

「
醐
聾
加
治
園
群

略
言
鴇
目
」
に
、
「ｇ
ｏｏゆ
Ｓ
口
」
を

「ーｏｏｏめ
Ｓ
－ｏ」
に
改
め
、
同
ロ
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「斗
閥
観
加
治
隣
体
唖

旨
戦
ロ
ヒ

　

を

「》
雄
毎
加
治
鵜
群
職
旨
鴇
目
」
に
、
ロ
８
ｏゆ
Ｓ
Ｎ。」
を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
ーり」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
の
９
の
ハ
の
◎
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

土

　

斗
淵
認
加
治
繭
懲
職
旨
凄
巳

（ー喜
ぶ
＠
冊
べ
穴
汁
６
戦
締

神
機
啓
轡
Ｓ
ー８
ｏゆ
９
器
容
忍
眼
叫
び

　
　
　

　

別
表
の
９
の
二
の
⑦
の
注
回
中

「》
鴎
鰯
加
治
隣
懲
端
旨
職
琶
」
を

「斗
濡
毎
加
治
隣
体
端
旨
鴇
３
」
に
、
「○
」
を

コ⑩
」
に
改
め
、
同
回
を
同
国
と
し
、
同
日
中

「
隣
鰯
加
治
磯
体
端
旨
鴇
目
」
を

「今
雛
観
加
治
碓
懲
略
言
鴇
目
」

に
、
「０
」
を

「⑩
」
に
改
め
、
同
日
を
同
回
と
し
、
同
口
中

「
園
毎
回
為
磯
洋
端
旨
鴇
自
」
を
「
醐
覇
加
治
磯
体

職
旨
胴
目
」
に
、
コ
ｏ８
＄
Ｓ
－－」
を

「ー８
ｏゆ
Ｓ
ーｏ」
に
改
め
、
同
口
を
同
日
と
し
、
同
Ｈ
中

「斗
麟
謬
加
治
醗
懲
唖

旨
鴇
ロ
ヒ

　

を

「
醐
観
加
治
滋
隊
聯
旨
堰
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｎｅ

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
－①」
に
改
め
、同
Ｈ
を
同
ロ
と
し
、

別
表
の
９
の
二
の
初
の
注
中
Ｈ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

工

　

謡
扉
加
治
醗
懲
噺
旨
鴇
８

（－喜
ぶ
◎
冊
ｄ
穴

６
鴇
符
ぐ
神
機
脅
輝
Ｓ
ーｏ８
＄
Ｓ
器
穴
高
騰
叫
び

　

　
　
　

別
表
の
１０
の
ホ
の
注
③
中

「
醐
髭
加
治
繭
体
唖
旨
寝
息
」
を

「
醗
撰
加
治
脳
懲
職
旨
戦
３
」
に
、
話
）」
を
コ豊

に
改
め
、
同
④
を
同
◎
と
し
、
同
◎
中

「
園
揮
加
治
園
停
職
旨
鴇
目
」
を

「
闘
毎
回
海
扇
体
断
言
戦
８
」に
、
コ越
」

を

　

番
と
に
改
め
、
同
◎
を
同
④
と
し
、
同
②
中

「
蹴
謬
卿
海
繭
停
職
旨
塘
目
」
を
「
闘
羅
加
治
薗
停
職
旨
鴇
目
」

に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
”と

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
””」
に
改
め
、
同
◎
を
同
◎
と
し
、
同
①
中

「斗
園
爵
加
治
脳
懲
噺
旨
胴
ロ
ヒ

　

を

「
磯
扉
加
治
蔭
体
唖
旨
胴
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
Ｅ
」
を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
Ｂ
」
に
改
め
、
同
の
を
同
◎
と
し
、
別
表
の
１０

の
ホ
の
注
中
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

（－）

磯
顛
脚
機
脳
停
職
旨
鴇
巳

　

へ
夢
中
目
州
ｄ
行

ｏ
鴇
締

沖
橿
欝
輝
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
鰹
六
嵩
膿
叫
び
恢

　　　

　
　

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
四
号

　

介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

　

塩
崎

　

恭
久

　

別
表
の
１
の
二
の
注
③
中

「
藤
鉦
加
治
薗
停
職
旨
寝
息
」
を

「斗
綿
鰯
加
治
滋
体
麟
旨
戦
３
」
に
、
話
と
を
コ豊

に
改
め
、
同
◎
を
同
◎
と
し
、
同
御
中

「享
繊
羅
加
治
脳
恐
嚇
旨
鴇
目
」
を

「
園
覇
加
治
脳
懲
邸
旨
費
ｇ
」に
、
コ越
」

を

　

番
ヒ

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
③
と
し
、
同
②
中

「
謹
撰
加
治
醗
捧
略
言
翼
巳
」
を
「斗
磁
輔
加
治
醗
停
職
旨
渡
目
」

に
、
「５
ｏｏゆ
Ｓ
Ｗ色
を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
島
」
に
改
め
、
同
②
を
同
◎
と
し
、
同
①
中

「斗
繍
翫
加
治
臨
洋
職
員
週
日ヒ
を

琴
十磯
毎
加
治
箇
群
職
旨
鴇
目
」
に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
ｏ色

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
ｑの」
に
改
め
、
同
の
を
同
②
と
し
、
別
表
の
１

の
二
の
注
中
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

ｅ

　

斗
隣
毎
加
治
脳
懲
略
言
鴇
８

　

▲
夢
が
＞
州
ｄ
穴
汁
ご
鴇
柵

沖
優
酔
懲
Ｓ
－ｏｏｏゆ
Ｓ
ーｏ△
六
蓋
脹
叫
び

　　　

　
　
　

　

別
表
の
２
の
へ
の
注
◎
中

「
園
鰯
加
治
隣
洋
略
言
鴇
８
」
を
「
磯
羅
加
治
鵜
群
略
言
戦
３
」
に
、
司
ご

　

を
コ塾

に
改
め
、
同
◎
を
同
◎
と
し
、
同
◎
中

「斗
懲
灘
加
治
隣
体
職
旨
渡
目
」
を

「
磯
軽
加
治
隣
洋
端
旨
塘
８
」
に
、
話
ご

を

　

番
ヒ

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
④
と
し
、
同
②
中

「斗
繍
観
加
治
脳
懲
暇
旨
鴇
目
」
を
「》
園
鰯
加
治
脳
懲
暇
旨
戦
目
」

に
、
コ
ｏｏｏゆ
９
ぬ巴

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
ｅ
」
に
改
め
、
同
◎
を
同
㈲
と
し
、
同
ゆ
中

「斗
懲
謬
加
治
尚
懲
端
旨
戦
ロ
ヒ

　

を

「享
懲
撰
加
治
脳
懲
職
旨
纏
目
」
に
、
ロ
８
ｏゆ
Ｓ
ｑ色

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
ーと

に
改
め
、
同
①
を
同
②
と
し
、
別
表
の
２

の
へ
の
注
中
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

ｅ

　

》
醗
謬
加
治
醗
懲
職
旨
胴
８

　

へ
夢
が
汁
冊
ｄ
穴
汁
Ｇ
渡
糟
ぐ
神
機
酔
降
Ｓ
ー８
ｏゆ
Ｓ
－ＯＮ
内
遊
膿
叫
び

　　　

　
　
　

　

別
表
の
３
の
ト
の
注
◎
中

「
嬢
轍
加
治
薗
停
職
旨
鴇
３
」
を
「
園
鏡
加
治
隣
捧
略
言
鴇
３
」
に
、
コ邑
」
を
番
ご

に
改
め
、
同
④
を
同
㈲
と
し
、
同
◎
中

「
醐
羅
加
治
聞
懲
聯
旨
渡
宣
」
を

「
醐
離
郷
海
繭
感
唖
旨
鴇
８
」
に
、
話
ヒ

を

　

話
ヒ

　

に
改
め
、
同
◎
を
同
④
と
し
、
同
②
中

「》
磯
謬
加
治
隣
感
略
言
鴇
目
」
を
「享
闘
鰯
脚
澄
隣
体
唖
旨
要
目
」

に
、
コ
ｏｏｏゆ
Ｓ
ぬ巴

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
金
」
に
改
め
、
同
②
を
同
◎
と
し
、
同
の
中

「
耀
扉
加
治
隣
懲
唖
旨
鴇
｛三

　

を

　

ｇ
ｆ謙
観
加
治
脳
蓉
啄
旨
獅
目
」
に
、
コ
８
ｏゆ
Ｓ
のき

　

を

「ーｏｏｏゆ
Ｓ
色
」
に
改
め
、
同
仰
を
同
②
と
し
、
別
表
の
３

の
卜
の
注
中
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

ｅ

　

競
朝
加
治
隣
体
端
旨
晒
白

　

▲
夢
が
ン
州
ｄ
六
升
Ｇ
渡
満
ぐ
神
機
台
陣
Ｓ
ーｏｏｏゆ
Ｓ
－－－元
箇
眼
叫
び

　　　

　
　
　



月曜日

　

０
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
五
号

　　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）、
指
定

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）、
指
定
地

　

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号
）、

　　

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七

　　

号
）
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
八
年
厚
生
労

　

働
省
告
示
第
百
二
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

（平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示

）

第
九
十
五
号
）．
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

号

　　

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

　

塩
崎

　

恭
久

４

　　

第
四
号
イ
切
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

　　　

回

　

介
護
職
員
の
経
験
若
し
く
は
資
格
等
に
応
じ
て
昇
給
す
る
仕
組
み
又
は
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
定
期
に
昇

第
…

　　　　

給
を
判
定
す
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

外

　　　

的

　

㈲
に
つ
い
て
書
面
を
も
っ
て
作
成
し
、
全
て
の
介
護
職
員
に
周
知
し
て
い
る
こ
と
。

号

　　

第
四
号
二
中

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
◎
」
を

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
節
」
に
改
め
、
同
号
二
を
同
号
ホ
と

（

　

し
、
同
号
ハ
中

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
を

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
回
」
に
、
「口
②
又
は
◎
」
を

「ハ
②

　　

又
は
◎
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
二
と
し
、
同
号
口
中

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
を

「介
護
職
員
処
遇
改
善

　　

加
算
仰
」
に
改
め
、
同
号
口
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

口

　

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側

　

イ
仰
か
ら
◎
ま
で
、
⑦
Ｈ
か
ら
凹
ま
で
及
び
㈲
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も

　　　

適
合
す
る
こ
と
。

　　

第
四
十
八
号
イ
の
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ｍ報

　　　

国

介
護
職
員
の
経
験
若
し
く
は
資
格
等
に
応
じ
て
昇
給
す
る
仕
組
み
又
は
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
定
期
に
昇

　　　　　

給
を
判
定
す
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

　　　　

附

　

回
に
つ
い
て
書
面
を
も
っ
て
作
成
し
、
全
て
の
介
護
職
員
に
周
知
し
て
い
る
こ
と
。

　　　

第
四
十
八
号
二
中

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
回
」
を

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
Ｍ
」
に
改
め
、
同
号
二
を
同
号

　　

ホ
と
し
・
同
号
ハ
中

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
を
「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
側
」
に
、「ロ
②
又
は
◎
」を
「ハ

　　

②
又
は
◎
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
二
と
し
、
同
号
口
中

「介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
皿
」
を

「介
護
職
員
処
遇
改

　　

善
加
算
側
」
に
改
め
、
同
号
口
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　　

口

　

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
仰

　

イ
①
か
ら
◎
ま
で
、
⑦
Ｈ
か
ら
回
ま
で
及
び
◎
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も

　　　　

適
合
す
る
こ
と
。

日６月３年２９　５




